＜地区補助金（District Simplified Grant：DSG）の審査＞
（1） DSGの概要

主として国内の地域社会への奉仕活動、すなわち社会奉仕に対する補助金。プロジェクト実施に必要な金額のうち、各クラブが負担する金額に対して同額を補助し、一件あたりの上限を概ね２０万円とする。（但しプロジェクトの内容により柔軟に対応する。）

（2） 対象となるプロジェクト

貧困者、障害者、幼児・老人等社会的弱者を支援または救済する要素の含まれる人道的なプロジェクトが対象となる。文化的なプロジェクトや現金を供与するプロジェクト等は対象外であり、既存、または現在進行中のプロジェクトにも補助金は出ない。
（3） 申請の手順

1 各クラブは相応しいプロジェクトを選定し、所定の地区補助金申請書に必要事項を記入し見積書等参考資料と共に地区事務局に提出する。申請は随時受け付ける。
2 申請されたプロジェクトは以下の日程で開催される人道的補助金委員会で審査される。

　 第１回　２０１０年　７月１５日

　 第２回　　　　　　　９月１６日

　 第３回　　　　　　１１月１８日

　 第４回　２０１１年　１月２０日

　 第５回　　　　　　　３月１７日

3 認可されたプロジェクトには補助金が授与される。

4 各クラブはプロジェクト終了後２ヶ月以内に所定の最終報告書を領収書コピー、写真等と共に事務局に提出し人道的補助金委員会に報告する義務がある。

（4） 申請受付期間
２０１０年７月１日～２０１１年３月３１日

＜マッチンググラント（Matching　Grant：MG）及び地区財団活動資金（District Designated Fund：DDF）の審査＞
（1） MG及びDDFの概要

海外で支援を必要とする地域社会への奉仕活動、すなわち世界社会奉仕（World Community Service：WCS）に利用できる補助金。シカゴのロータリー財団（TRF）から支給され、申請書をTRFに提出し認可を受ける必要がある。また地区の補助金（地区財団活動資金　District Designated Fund：DDF）も同時に付加して使用することが出来、認可されたプロジェクトに対しては、各クラブの拠出額に対してはその二分の一、DDFに対してはそれと同額の補助金がTRFよりMGとして支給され、少ない拠出金でも大きなプロジェクトにしての実行が可能である。MGを利用するには、WCSの対象となる国にロータリークラブ（ホストクラブ）が存在することが条件となる。授与されるMGは通常＄５０００～＄２５０００で今年度の当地区での付与されるDDF上限は一件あたり＄５０００である。
（2） 対象となるプロジェクト

地区補助金（DSG）とほぼ同様である。

（3） 申請の手順

　　①　ホストクラブと協同で相応しいプロジェクトを選定する。

2 地区財団活動資金（DDF）を使用する場合は所定のDDF使用願いを地区人道的補助金委員会事務局に提出する。その際シカゴの財団本部（TRF）に提出するMG申請書ドラフト（英語版、日本語版）及び必要な見積書等も合わせて提出する。申請は随時受け付け、申請書提出後速やかに審査される。

3 地区人道的補助金委員会は国際奉仕・WCS委員会と共にプロジェクトの内容、資金計画につきDDF使用の妥当性を審査する。また合わせてTRFへの提出資料の内容につき不備が無いかチェックする。DDF使用の認可が下りれば、MG申請書をシカゴの財団本部に提出しMG認可の審査を受ける。

4 MGの認可が下りれば必要な補助金が授与されプロジェクト実施国に振り込まれプロジェクトが実施される。

5 プロジェクトが完了すれば２ヶ月以内に報告書を作成しTRFに提出する。（未定出の場合、該当クラブのみではなく地区全体がMG使用停止の処分を受けることになる）

なお、DDFを使用しないプロジェクトでホストクラブ主導のMGプロジェクトでも必ず地区国際奉仕・WCS委員会、地区人道的補助金委員会に報告すること。

（4） 申請受付期間

２０１０年７月１日～２０１１年３月３１日

（但し地区DDFの使用申請は２０１０年６月１日より受付）

